
牧
ぼく

場
じょう

の 仲
なか

間
ま

たちの お話
はなし

： 小
お

川
がわ

　牧
ぼく

場
じょう

の 仲
なか

間
ま

たちの お話
はなし

を するには、両
りょう

親
しん

の 農
のう

場
じょう

を 流
なが

れていた 小
お

川
がわ

で いっしょに 遊
あそ

んだ、

すばらしい 友
とも

だちの ことを 話
はな

さない わけには いきません。春
はる

と 夏
なつ

には、小
お

川
がわ

は わたしたちの 

大
だい

好
す

きな 遊
あそ

び場
ば

に なりました。そこは、様
さま

々
ざま

な 楽
たの

しい 学
まな

びの 機
き

会
かい

で あふれていました。

　小
お

川
がわ

には、小
こ

魚
ざかな

の 群
む

れが いました。わたしたちは あの手
て

 この手
て

で 小
お

川
がわ

で 小
こ

魚
ざかな

を つかまえ、観
かん

察
さつ

しては、

また 小
お

川
がわ

に 放
はな

しました。小
お

川
がわ

の 底
そこ

では、小
ちい

さな 黒
くろ

っぽい タニシも はい回
まわ

っていました。夏
なつ

は 特
とく

に、

カエルの 卵
たまご

の かたまりを 見
み

つけ、それが おたまじゃくしに なる 様
ようす

子を 観
かん

察
さつ

するのが 大
だい

好
す

きでした。

おたまじゃくしが 日
ひ

に日
ひ

に 成
せい

長
ちょう

し、最
さい

後
ご

には カエルに なる 様
ようす

子を、毎
まい

日
にち

 ながめた ものです。



　小
ちい

さな おたまじゃくしは、どんどん 丸
まる

く 大
おお

きく なり、しっぽを 上
じょう

手
ず

に 使
つか

って 

水
みず

の 中
なか

を 泳
およ

ぎ回
まわ

ります。しばらくして 後
うし

ろ足
あし

が 出
で

ると、まもなく 前
まえ

足
あし

も 出
で

ます。

そして、最
さい

後
ご

には しっぽが なくなり、小
お

川
がわ

の 水
みず

の 中
なか

から 陸
りく

へと 上
あ

がって 来
き

ます。

小
お

川
がわ

の 土
ど

手
て

では、かわいい 小
ちい

さな カエルたちが、いっせいに そこら中
じゅう

を はね回
まわ

り

始
はじ

めます。それは 見
み

ていて、とても 楽
たの

しい ものでした！

　小
お

川
がわ

の 周
まわ

りの 湿
しっ

地
ち

には、ザリガニや、トンボや、野
の

ネズミの 巣
す

も ありました。

また、ヤナギの 木
き

や 草
くさ

地
ち

には、いろんな 種
しゅ

類
るい

の 鳥
とり

たちが 巣
す

を 作
つく

っていました。

小
お

川
がわ

は、喜
よろこ

びと 驚
おどろ

きと 教
きょう

育
いく

の 場
ば

だったのです！



　従
じゅう

順
じゅん

である ことも、教
きょう

育
いく

の 一
いち

部
ぶ

でした。一
いち

番
ばん

下
した

の 弟
おとうと

が まだ よちよち歩
ある

きだった 時
とき

、わたしたちは 弟
おとうと

に その 小
お

川
がわ

を 

見
み

せたいと 思
おも

いました。「お願
ねが

い、お母
かあ

さん。 弟
おとうと

 を 小
お

川
がわ

に 連
つ

れて 行
い

きたいの。きっと、そこが 大
だい

好
す

きに なるわ!」

　わたしたちが しきりに 頼
たの

むので、母
はは

は ついに 言
い

いました。「じゃあ、いっしょに 小
お

川
がわ

を 

渡
わた

ったり、水
みず

の 中
なか

に 入
はい

ったり しないと 約
やく

束
そく

するなら、いいわよ。」　それで わたしたちは 

約
やく

束
そく

して、いそいそと 弟
おとうと

を わたしたちの 大
だい

好
す

きな 自
し

然
ぜん

の 学
がっ

校
こう

に 連
つ

れて 行
い

きました。

　ところが 小
お

川
がわ

に 着
つ

くと、向
む

こう側
がわ

へ 行
い

きたいという 誘
ゆう

惑
わく

が 

大
おお

きく なりました。「わたしが この子
こ

の 腕
うで

を 持
も

つから、あなたは 

足
あし

を 持
も

って。３数
かぞ

えたら、いっしょに 飛
と

びこえるのよ！　お母
かあ

さんには 

分
わ

かりや しないわ。」と、わたしは 言
い

いました。



文：クリスティ・S・リンチ  絵：レイラ・シェイ  デザイン：ステファン・ミーラー
出版：マイ・ワンダー・スタジオ  Copyright © 2017年、ファミリーインターナショナル

“Tales of Farm Friends: Trust”--Japanese
関連の読み物はこちら ⇒ 被造物、従順、牧場の仲間たちのお話

　「１、２の３！」　そう 言
い

って、わたしたちは 飛
と

びはねました。ところが、あわてて 飛
と

んだので、 弟
おとうと

を 放
はな

して しまったのです。 弟
おとうと

 は 小
お

川
がわ

の 

そばに 落
お

ちて、どろんこに なって しまいました。これでは、わたしたちが 約
やく

束
そく

を 守
まも

らなかった ことが、お母
かあ

さんに バレて しまいます！

　その 直
ちょく

後
ご

の ことは、思
おも

い出
だ

せません。ただ、その日
ひ

の 午
ご

後
ご

の 昼
ひる

寝
ね

の 時
じ

間
かん

には、いつもより 長
なが

く 休
やす

んで、

言
い

いつけを 守
まも

ることの 大
たい

切
せつ

さを よくよく 考
かんが

えて みるようにと 母
はは

に 言
い

われた ことだけは 覚
おぼ

えています。

　でも、その 出
で

来
き

事
ごと

の せいで、何
なん

年
ねん

もの 間
あいだ

 

続
つづ

いた、あの 大
だい

好
す

きな 小
お

川
がわ

で 自
し

然
ぜん

から 

学
まな

ぶという 喜
よろこ

びが 台
だい

無
な

しになる ことは 

ありませんでしたよ！

　「けものに たずねるが よい、教
おし

えて くれるだろう。

空
そら

の 鳥
とり

も あなたに 告
つ

げるだろう。大
だい

地
ち

に 問
と

いかけて みよ、

教
おし

えて くれるだろう。海
うみ

の 魚
さかな

も あなたに 語
かた

るだろう。

彼
かれ

らは みな 知
し

っている。主
しゅ

の み手
て

が すべてを 造
つく

られた 

ことを。」（新
しん

共
きょう

同
どう

訳
やく

聖
せい

書
しょ

、ヨブ記
き

 12:7-9）
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